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施設の虚弱な高齢者を対象とした研究より，血清浸透圧値の正常値を 275 から 295mmol/kg









 特別養護老人ホームに入居中の要介護高齢者 78 名（男性 11 名，女性 67 名，平均年齢
86.6±7.3 歳）を対象とした。本研究では，血清浸透圧値により 2 群に分類した。血清浸透
圧値の基準値上限である 292 mOsm/ kg･H20 以上かつ脱水症の診断基準値 300 mOsm/ kg･
H20 未満の者を境界域群とし，292 mOsm/ kg･H20 未満の者を正常域群とした。調査項目と




0.05 未満の変数を選択し，境界域群を目的変数とし，年齢，体重 1kg あたりの 1 日水分摂
取量(25ml 未満/25ml 以上)を調整変数としてロジスティック回帰分析を行った。 
[結果] 
対象者の平均年齢は 86.6±7.3 歳であった．75 歳以上の後期高齢者が全体の 9 割以上を占
め，85 歳以上の超高齢者が全体の約 6 割であった．また，障害高齢者の日常生活自立度で
は，寝たきりまたは準寝たきりの者は全体の約 8 割であった．認知症高齢者の日常生活立
度において，ランクⅢ以上の者が全体の約 7 割を占めていた．血清浸透圧値の全体の平均値
は，286.0±7.9mOsm/kg･H20 であり，正常域群が 60 名（76.9%），境界域群が 18 名（23.1%）
であった．2 群間の比較では，年齢，性別，障害高齢者の日常生活自立度，認知症高齢者の
日常生活自立度，食事形態，1 日水分摂取量のすべての項目で有意差は認められなかった． 







1.101-12.197，P=0.034）のみが有意な関連性を示した（表 1）．  
 
表1　脱水前段階に関連する要因（ロジスティック回帰分析）
要因 比較カテゴリー OR（95%　CI）  p-value
年齢 1歳増加ごと 0.921（0.857～1.002） 0.055
体重1kgあたりの水分摂取量 25ml未満/25ml以上 0.692（0.202～2.373） 0.692
腋窩皮膚温 1単位増加ごと 3.664（1.101～12.197） 0.034





























 腋窩皮膚温が 1 単位上昇するに伴い，正常域群に対して境界域群であるリスクが 3.67 倍
であった。以上より，脱水症の前段階状態には，腋窩皮膚温が関連することが示唆された。 
 
